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第二次世界大戦前，シンガポー/レにおける
華人方言集団の居住ノぐターン
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本研究は，東南アジアの都市の居住ノミターンに!認する一つの研究である. 東南アジアの多くの都市
は，多，様な民族集団から形成されてきた.それらの都市の居住パターンをみると 3 さまざまな民族集
団の集l二十i地区がモザイク状のノミターンを形成してきた1) 今日においても，そのようなパターンは，
多くの都市で依然として， かなり明瞭に認められる.とりわけ，都市における華人の集中は顕著であ
り2)， シンガポーノレ，マレーシア， イント、ネシアなどの都市の伝統的な中心部は，全体としてチ γ イ
ナタウンの様相を呈していると言っても過言ではない.東南アジアにおいて， 経済発展のみならず?
者IH!l"形成においても， 華人が架たしてきた役割は，非常に大きい.東南アジアの都市における華人の
ミターンについては， McGee:il， J ackson4l， McTaggart5)などの研究がある6)
東南アジアの入社会は，し、くつかの方言集団から構成されているが， の居住ノくターン形成の
おいて， 各方言集団の居住ノミターンの差異に着目すること あろう.シンガポー
/レのように y 全人口に占めるさi:人の割合が極めて高い者では， 華入社会内部の多様性の意義は，い
っそう大きくなる. そこで本研究では，事人の居住ノ〈ターンの形成を，方言集団レベルで論ずること
にする7)
者r\ "fnF'~ 日1)(，こおける の くターンについての従来の研究は， 非常に乏しい.その最大
のj京|玉iは， 都市内部における の人口分布に!却する統計Aが，ほとんど入手できなかったこ
とであろう. しかし， I-Iodderは実態調査によって得たデータに基づし、て， シンガポールの都心部に
おいて，入方言集1~J:l が特定の地i玄 lこ集中居住していることを， 地図に示した8) Hodderが明らか
にした華人方言集団の居住パターンは， 1952年当時のものであり， それ以前の状況については，いま
だ卜分に明らかにされていない.また，華人方言集団のそのような居住ノミターンが， し、かにして形成
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されたかについて， Hodd白河は十分な分析は行っていない Chengは， 華人方言柴田に焦点をあて
てy シンガポール華人の社会地理学的研究を行ーったがp 華人方言集団の居住分布に!到しては?ほとん
ど Hodderの研究成果牛に依存しているの.
以上の従来の研究をふまえて?本稿では， 1819年の15!j港から第二次i立界大戦に至るまでのシンガポ
ノーレにオゴける ターンを明らか;こし， そのような居{主パターンがHか:えさ
について考察することを目的とする 10)
前述したように， 第二次世界大戦前における華人方言集団の居住ノ〈ターンを明らかにする
タは欠如している.そこで? 華人の強い地縁的，血縁1'句結びつきに着自し，華人会館の分:-fiを?
方言集団の患住パターンを反映する重要な指僚としてとりあげる， また， i'H足的に華人の闘の分布も
参考にする.まず?華人会館および献を 1 華人方言集団の系統別に分類し，それらの位置:
と文献資料 11)によって確認し時期ごとに分布図を作成する ただし，人会館と廟のうち，特定の
方言集団に属さないものは除外する. そのようにして形成された分布図の分析と文献資料 3
などでの聞き取りから，当時:の華人方言集団の居住パターンをE)}jらかにするように努める. そして?
の移住の経緯7 集中地区の構造や機能，経済活動などに注目して， それらの
自の居住パターンが形成された背景について考察する. なお，現地調査は， 1978年11月から1980年11
月まで約 2年間にわたって行い， とくに華人会館での聞き取り調査と資料収集に重点をおいた
I シンガポールの華人と華人方言集団
1I -1. 多民族社会における
シンガポーノレVi，典型的な多民版社会である.その社会は， マレ一人およびインド人(現在
第l表 シンガポールにおける民族併成のHtf多(1824~1939:)1三〉
壬ド さp: 人 lマレ一人|イン!人!その他|合
1824 31. % 60. % 
% % 
10，683 
合〆
3，317 6，431 756 7. 179 100. 
1830 6，555 39.4 7，640 45.9 1， 913 11. 5 526 3.2 16，634 100.0 
1836 13.749 45.9 12，538 41. 8 2，932 9.8 765 2. 5 29，984 100.0 
1840 17，704 50.0 13，200 37.3 3，375 9. 6 1， 110 3. 1 35，389 I 100.0 
1849 27，988 52.9 17，039 32.2 6，284 11.9 1，580 3.0 52，891 100.0 
1860 50，043 61. 2 16，202 19.8 12，973 15.9 2，516 3. 1 81，734 100.0 
187] 54， 572 57.5 26，141 27.6 10，313 10.9 3， 790 4. 0 9<1， 816 100.0 
1881 86， 766 63.0 33，012 24.0 12，086 8. 8 5，858 4.2 137，722 100.0 
1891 121， 908 67.1 35，956 19.8 16，009 8. 8 7，727 4.3 181， 602 100.0 
190J 164，041 72. ] 35，988 15.8 17，047 7.8 9， 768 4.3 226，842 100.0 
1911 219，577 72.4 41，806 13.8 27， 755 9.1 14， 183 4. 7 303，321 100.0 
1921 315， 151 75.3 53，595 12.8 32，314 7.7 17，298 4.2 418，358 100.0 
1931 418，640 75. J 65，014 11. 6 50，811 9. 1 23，280 4.2 557，745 100.0 
1939 569，280 i 77. J 80，428 10.9 60，033 8. ] 28，818 3.9 738，559 100.0 
資本い Saw，S. H. (1970) : Singαpore:ρ。ρulationin transition. University of Pennsylvania Press， 
Philadelphia， p. 57. 
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のパキスタンフノミングラデシュ， スリランカ出身者も含む〉の三つの主要な民族から構成されてき
た12) 1==1でもシンガポーノレでは，全人口に占める の割合が，めて大きかった〈第1表).開港
(18191'j=-)直後は， 当時オランダ領であったマラッカのマレー人がシンガポーノレに多数来住し， マレ
一人が最大多数そ占めていたが13)， 1830年代!こj=l[哀より，華人が最大の民収集団となった.そして1921
年以降，全人口に占める割合は70%以上に達した.
シンガポーノレvこ流入した華人数をみると， 1881年から1913年まで，全体として増加傾向にあった.
1913年には， その l年1¥9に約25万人の華人が来住した. その後10年IM9は，第一次世界大戦とその後の
不況により，革人来住者数は減少した. し治〉し， 1924年から1930年まで、再び増加傾向になった. 1927 
年に流入した市人人口は， 開港以来最高の約36万人に達した. しかし，世界恐慌によりマレ一半島の
多くの錫鉱山とゴム闘は閉鎖され， さらに植民地政府の移民制限も加わってy 1930年代前半は華人来
住数者が減少したが 3 1930年代後半，華人女子の移住が増え，ヨ1;人移民数はやや回復した. 1937年の
:Iï~人流入者数は約24万人で、あった.その後， 1938年 5月から華人女子の移民制限が始まり， 第二次!企
界大戦の勃発まで，華人修民の数は， 10万から16万人前後であった14) 1939年のシンガ、ポーノレの人口
は74万人にのぼり， そのうち華人は57万人で，全人口の77.1%を占めた15)
]I -2. の分類
シンガポーノレへの革人移住者の大部分は， 福建・広東両者を中心とする華南出身者であった. それ
ら:N;人の予住地域で‘話される 互いに大きな差異があり 16)，華人は，彼らが通常用い
る
1891 
1901 
1911 
よって， いくつかの集団に分けられる. このような集団を方言集団(dialect group)とよ
なった ない限りコミュニケーションは容易でない.
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on certαin jうroblems01 vital statishcs， The Crown Agents for the Colonies， London， p.181， 
i'l%鉄京[匹経済調査j昔話1 (1941): r英低来・結I旬及j奈川に於ける華僑jim¥j鉄京TIli経済調査局，東京，
p. 61.張礼千(1941):新加J皮人仁l之演進.南洋学報， 2-L 115._，125， 張礼千(1941): 1921年新
力iリj支人口統計表. N1洋学~~， 2-2， 184~185. 
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第二次世界-7こ戦前の華人方言集団の人口構成のHfi修をみると， tR 1凶のよ うに示される. 181:¥'1三の
海峡植民地の来究計 にーよれば3 華人総数86，766人のうち 3 福建人が28.8% (24.981)¥) ， rliJl)トi人が26.1
% (22，644人) ，広東人が17.1%(14，853人〉を占めた.それらに次いで F 海峡植民地生まれの:Ij'(人
が，全:tî~人の 11 . 0% (9，527人)を占めていた. このi4]:1挟l也氏j也生まれのノ¥(Strits-born Chinese) 
という分類は， 1911年の人口センサスまで存在したが， その大部分は，マラ:;7)から移って来た福建
省の樟州およひご泉州地方出身の華人とその子孫であり， 的建人とみなしてもさしっかえ仕いと忠われ
る.当時p マラ ッカの事人ブj言集l翠の中では，福建人が圧倒的多数を占め『ζいた. 19世紀のシンガポ
ール革入社会はこ， マラッカの茶入社会の延長だということができる17) 第二次[_U_.界大戦前から今日に
至るまで，シ、/ガポールでは，福建人が最大の華人方言集団の地位を保ってきた
福建人に次レ、で第二，第三の方言集団であったのは， r朝戸1'人と広東人 (J玄j有人ともよばれる〉であ
った.1901年与え後は， J広五束東.人の人口が j主湖羽朝~JI)列什州，1十付|卜H、'1人の人口を上|回E り仏， 第ニの集;団立到iとなつた.1第沼5二次I]Jげ|
前には，これら福建人， (潮1朝jJ似州1州j卜H、'1は人および広東人が， 三大方言集|立iで‘あった. これらに次いで，淘今雨入と
客家人が，ほ?ま、!可程度の人口を有していた.そのほかの少数方言集団と して 3 福州人と り礎化人があげ
られる. 1911勾三， 1921年，1931年の人口センサスでは， 指清人の分類が設Lナられているが，招消人は
興化人と非常』こ類似した方言を話し， 同一グル{プと みなすことができる 18)
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31 シンガポールにおけるやー入方一言集1]の陪住ノ〈ターン第二次世界大戦前，
それぞれの華人方言集団の人口規模と /:H易地を示したものが第21931年の人 l二!センサスに法づき?
-広東両省の出身者とその子孫、であり，華人移住者シンガポールヨi~人の98%以上は?I~I である.
シンガポールへ到着した.海仁!などの華人移出港から船に来り込み 3は，医1'1)lILi政7 香港，
とJi前:0-3 
によって組織された伝統的な団，多くのさまざまな団体組織が形成されてきた.
柔地縁I~l'']組織である同郷会館，大きく分けて yは，-)投に!会館」とよばれる.{本は，
これらの会館の多くそして業縁的組織である同業会館の三種類から成る19)1:'0組織である|司姓会館，
もな会館
l 同姓会館!同業会館
(1860? )平防在氏公会 (1908) 関南濃児公会 ( ? ) 
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(1823) 南洋 !l!i~i 氏公会 (1933) 蛍商公会 (1920) 
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資料:各都人会m:i発行の「紀念特千IJ)呉(1975) r新知i坂華族会館志15l'~一引l J ，南洋学会p シン
ガポー ノレ) 1991ユ，呉事(1975) r新力/]J.皮革族会館志第二冊j)南洋学会，シンガポール， 221p.， 
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同~J!I~会館が l司一方言集I~l の 引i~人から成されるの
学研究人女地理
は，同一の方言集団に属する華人から構成された.
32 
その捕成員が同一方言集団に!認する場合が多
は当然で、あるが 3 向性会館や同業会館も実質的トこは 3
おもな恭人会館を示したもので‘ある.
なった]業j尭で、援助もない状況下で，故郷;を遠く 1cilれ，
かった.第2表は，
本国政府および植民地政府の十分な保護，
よ』= il芸人会館は，華人の重要なキI~I互扶助機l~rJ で、あった生活しなければならなかった華人にとって，
病人をIりJけ，共同墓地，J明， 病院などを建設， 官;Jln し，会員 ~;I~I互の紛会員に職をあっせんし，官Vi，
成績が優秀な会員子弟には奨学金配与え争を仲介し，華入学校を経営して会員子弟の教育?とあたり，
会員の籾ll~~の会館の建物 i引本 vj~ ，さらに，生活関窮者や老人には，経済的援助も千ラったまた，;た
情報交換の場でもあった場であり，
すなわち，同一方できるだけ会員が多く居住する地j戒に設立された.一般に会館は，したがって，
大古[)なぜ?なら，その方言集団が集lτi二lして居住する地区に突uてられた言集団から構成される会館 ~I'j: ， 
会館を'FJj).-しるのに交通費を払ってまで行く余怖はなかったから分が下層階級に属する華人にとって，
それら方言集団の居住分布を非常によく反映してそれゆえ，華人方言集団の会館の分布(<):，
いたと言えよ う
である
そして，華人はi司ー プ7言集移住地j或でも配った一方，華人は出身地域で日常信仰していたネI~を，
廟の設立場所は，)1il7J(説にのっとってしかし，!柄を建立しアこ.団が多く居住する地域やその近くに，
新の中には ，恒山亭20)のよ うに諜入居住地域のはずれに設立されるものもあった決定されたため，
特定の華人方言集団が設立したおもな廟とその主干1121)を示すと，第3表のようになる
シンガポールにおけ るー華人方言集団のおもなwn第 3表
1'-1¥1 
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(1836) 
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天后~~!問ーおよび玄天上帝
E2 大J天斉
母笠天
);¥. 
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上記のほか， 客家人と広東人が共同して設立したものに，海底抗{忠河(1820:)1三[1'1創設， 主千11は大伯公〉
がある • ( )内の数:字は，闘の創立年次.
資料:林孝勝ほか(1975):W石IjJ古銭』南洋学会，シソガポール，261p・3 各部'1ft人会(111¥発行の『紀念、
特干IJおよび現地調査.
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?一ーに3l五
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7.'1予
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〔問
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?
?1当、品
?
?
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?
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広
海
(1844) 丹戒巴葛福徳間元t1コ!
Ni人プj言集団の人口以上述べてきたように怪人方言集団によって設立された会館やKviの位誼は
ilE去の革人方言集団の居住ノくタ ーンを対!る上で，非常分布に関する統計が極めて乏しい状況下では，
に有効なj旨様となろう.
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I 華人方言葉回の居住パターン
111-1. IJ:¥Y在日1後のjuiJノ〈タ ーン
スタンア -J ド ランプルズ(.]:，オラ ンダとの{自民地年l-TIjてのj色J;!で， 京市アジアの1m民地支配およ
び1:1jj~1 への交通 :ìちの昨日!とした X) j- しい以地を :;1とめて， 1819年 1)す291=1にシンガポールに上院した22)
こペして，シンガ ;I~ ーノレ(，J:，新しいイギリスむとして桂された
ラッ ブノレズは， シンガポ--Iレ在 lilaliをとし
て1m放したため，彼の米r)lr去3カ月で，人口
(J 3寸にi主し， 1820年 4FJには 1万人をJ止え
fこ23) シンガポー/レの|沼地Dl1&rこ米浴した I!:
人は，大部分当時オランダの支配下にあった
マラ ソカから拶って米た そのほか当 1ふ
オラン ク íirlのリアウ(l~. ia u ) ら米た者
もあった.7{劫に都合がよいイギリスliJDいむ
が佐設されたという矢1らせは，111;]本土に直
らに伝わり ，1821{1三2月には存I'!恕?と;のj変r1lか
ら:11;:1)Jのジ ャンクが主 した24)
ラッ フノレズは，新しい の往{没に力を入
れた 彼(t，マレ一人 3 ブギス人25)，-1¥;人，
fンド人なとの氏版IHJにおける言izi，生活jぷ
式， Jf，故業などの差異を考応:し，互いに混住さ
せずに，それぞれの民族の居住地を出定した
(第31ヌ1).居住地の!玄回の決定にあたって
ラ y フノレズvi，取人の勤勉な民族 1-1J>を評 {ifl
し，常に社会のiL大fm分を形成すると予恕し，
まずtP;ーに l'1人を考)，iE:するようにと， r'ilnてに
を|喚起した26) さらにラソフルズ(.'j:， Jl\~ 
入社会内i}l)の出Jみj色のれこよる のU:i:各
の jさい~こ Jえれ立する必~:を平くか ら 泊してい
fこ27)
こうして市入居住IKはp シンガポール川の
市山地区(大J)支datO)に設定された28) 尚業
Jil12{のr:ilWJ(こi墳は去する TelokAycr Strcet 
ITliしたメイン，スト リー トで， そのPiJ.辺は
? ?
?
?
一一一ー 道 路
一一居住区境界
o O. 5km 
.__ーーー目---'
Singapore 
On¥':>. "' 形舟全~ ~9 IOkm 、。 L-一一」
第 3図 シンガポーノレi二十I心部における民政集団の居往区
自プラン(l828{1つ
r料:Turnbull， C. M. (1977) : A hislory 0/ Sin-
gaρore， 1819-1975. Oxford University Press， 
Kuala Lumpur， p. xvi jiJjJI立のtlilzLPlan of the 
town of Sinagpore by Lieutenant ]ackson， 
1823.およびTvlcGee，T. G. (1967): The Soul-
heast Asian City. G. Bell and Sons， L TD， 
London， p. 70. 
後の1821年には，行1'処人のj羽である天福治'のii]"l)となる小さなトjy'が Telol王 AyerStreetに建立され
後の!日-人*誌の中心地であった. Dm港2
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iこ.天干高官は1842年に正式に溶成した29) 天福宮の周辺には，福建人が多く していた.また Telolζ
Ayer Streetには，広東人と答家人が共同して海唇福徳柄を1820年頃に設立した30) さらに7 広東省
の応州(梅県，蕉嶺，五号"興寧，平速の五地方から成る〉出身の客家人の同恕1¥会館である応和会
館も) 1822年に同じ通りに建立され、た31)
Telok Ayet Streetのやや北の PhilipStreetには) 1820年代に湖州人の;f長初の!研である寄託手消
納の前身が設立された.正式には， 1852年から1855年頃にかけて建立された32) 開港直後， シンガポ
ーノレに来住した説明州人の多くは， シンガポーノレの南のリアウ諸島で農業に従事していた者であった.
開港直後の潮州入の中心的な居住地域は， 琴海j古廟周辺からシンガポー/レ川南岸の BoatQuay にか
けてであった33) そしてy 貿易に従事するほか) River Val1ey Roadから BukitTimahや Tho-
mson Roadにかけての丘i凌地でy ガンピー /レ (gamiber) とコショウの栽培に従事ーした34) ガンピ
ーノレは，化学染料が用いられるようになるまで，重要な染料原料であり p シンガポールの貴重なi)fiIjtll{ 
ziであった. しかし?長期にわたるガンピーノレの栽培は， 農地を (ì~;{毛させ?さらに化学染料の発l切に
よら需要の減少のため) 1850年代末期から 1860年代初期にかけて? シンガポーノレのガンピーノレ栽培
は返した35) 1有j州、i人のガンピーノレとコショウの輸出業に携わった商応は， シンガポーノレ)1 fこ近い
River Valley Roadや NewMarket付近lこ集l=!=lしていた36)
車-2. 1850年頃の居住ノミターン
開港から30年後の1849年のシンガポールの人口は) 52，891人に達し，そのウち華人は52.9%(27，988 
人〉を占めるようになった〈第 1表). 1850年当の華人方言集団の会館および!釈の分布ーをみると，
すべてシンガポーノレ川の南岸地区に位置し， 北岸地区には立地していなかった〈第4図).ただ、し，
ロチョー/レ川の河口付の北側には， 広東人の創設した広福古廟 (1835年以前の設立〉が建てられて
いた37)当時:の-全人の会館およびj釈は，福建人， tifm)十i人P 広東人および家人のものに限られ，その
他の方言集団の会館・!婦はまだみられなかった.
と廟は) Telok Ayer Streetとその周辺に位置していた. ただし広東人の会館は?そ
れらより!大l[連立!IJの SouthBridge Road付近に建てられていた.広東人の会館が集まっている地区の
I(二iに，一つの福建人の会館(長泰会館， 1849年設立〉が認められるが，これは， 当時その地区が広東
人と福建人の居住区のtmr，f多地帯であったことを示していると忠われる.
会館および隔の{立置から， 当の華人集誌のr:1:心が，シンガポール川の南岸地区にあったことは明
らかである. しかし， シンガポーノレ川の北岸地IK(小坂 Xiaoρ0)の本米ヨーロッパ入居住!互に
されていた地区にも 7 当時すでに多数の華人が居住していたと忠われる. しかし) 1850年頃，北岸:地
!R.に主去し、 ;6: ).， ¥ 7')寸ふる ミターンを示していたかについては， 明らかではない.
1IT-3. 1890年頃の居{七ノミターン
1849年に27，988人であったシンガポールの華人人口は，約40年後の189]年には121，908人に達した.
これは，全人口の 67.1%に相当する. このうち福建人) if日!州人および広東人が， それぞれ37.6%，
第二次世界大戦前，シンガポールにおける華人方言集団の居住ノ〈ターン
第4図 1fr;人方言集団の会館および糊の分布(1850年頃〉
0 福建
@滋ナH
()広東
θ客家
。釜入額
o O. 5km 
35 
a:天雨宮(福建系)， b:金樹Jim(福建系)， c:原山寺〈福建系)， d:号、海市陪(ì~i月 j十i 系)， e:海
底招司(広東・答:家系)， f:子i戒百島市徳褐(客家系〉
資料:各事人会館発行の「紀念特:FIJj，呉1j'r;(1975) : r新力rJ:肢華族会館志第一JffU 前j羊:字会，シン
ガポール， 199p.，呉市(1975): r新加坂1]何度会館志第二mury:j洋学会， シンガポール， 221p.， 
呉事(1977): nMJn:l皮革族会館芯第三-n'j rti 1eJ.:学会，シンガポー ノレ， 186p" 林年:)跨ほか(1975)
f石力n古蹟jryi洋学会，シンガポール， 261p.ほか，および聞き取り， mT外観察による.
19.5%， 19.2%を I~î め，この三大方言集団だけで，全華人の約 4 分の 3 を占めていた. このほか，海
峡植民地生まれの華人， '(毎日':;]人および客家人が，それぞれ10.5%，7.1%， 6.1%を占めていた38) 前
述したように， 潟i挟値民地生まれの人のほとんどを指定E人とみなすと，福建人は全華人の半数近く
を占めていたことになる
植民地政府は，秘密結社の活動を根絶するため， 1890年に新しい団体登録令を発布した.これによ
り68団体が登録されたが， このうちのお団体は華人のものであった39) 1890年頃の華人会館分布図を
みると， ~Iヒ岸地区にも人会館と附がみられるようになった(第 5 ~I). 海南人の最初の会館である
境川会館が， 1857年に MalabarStreetに設立され， 1880年に現在Jlsの BeachRoadに移ij云した.
2聖火、!会館内には，天后聖母.を犯った天后宮!万三設けられた40) また， E愛片!会館に近い MiddleRoadに
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第 5図 i!:ー八方言集団の会fu'fおよび府jの分布(l890fr:-頃〉
g: l[yr.工字情j甑 〈沼往系)， h: 油元真君1~;Jj (福桂子手)， i:天l'ei古〔海南系〉
資料 :第 4図iとi司じ
は，同じ く海南人の向性会館である符氏社が， 1887年に設立された41) ζのよ うに 7 海南人の
j柄の建設はy 福建人， iMJ)十|人， }五:SR人および答:家人より も30'"'-'40年遅れてp 北岸地区に建てられた
北岸地区の BeachRoacl には p また客家人の .i~~:JI I員会館と 三キ1:1会館が設立された
一一方p FH岸地区においては， 市建人， yjliJ lHI人，広東人，答:家人の会tÜ~ì l日 Hfl7Jn した . とくに広東人の
会館が， South Bridge Roadや NewBridge Roacl 付近に多く建設された。
]J -4. 1940年頃の居住ノ ξターン
1891:i'!三以来，帯人人口は順調にIM加し 総人口に占める:!j'{人のjlfJ合は) 1901年以後70%を組えるよ
うになった. 1939年の人口は， 約50年前の1891ifの人口の約4.7倍になった. このよ うに事人人口が
増大するにつれy それまでの事人方言集団の居住ノミタ ーンにも大きな変化が生じた.
1940年頃の:lr[人会館の分布をみると〈第61玄1)，1890i:1三!設に比べて， ilE人会館の数が大きく 11;(I)JIし3
:1七岸地区にも多く の新しい人会館が1+問tした. 一部はロチョ ノーレ川を越えて， そのこItJギに もみられ
るようになった.各方言集団の特定地区への集中は， より顕著になった つぎに，各華人方言集団の
第二次世界大戦前， シンガポールにおける華人方言集団の居住パタ ンー 37 
第6図 茶入方言集団の会ritおよび府jの分布 (1940年頃) j :広福古府(広東系)
資*;1.:第41玄iの資料および関経瑛ほか縞(1940):U星洲十年J星iHI日報社.シンガポ ルー，929，.950.
居はパタ ーンの特色を検討しよう.
国恋人の会館は， Telok Ayer Streetか ら SouthBridge Road一帯にかけAて集中していた.第
4関およ び第 5~I と 比較す ると ，市建人の会館の立地が ， Telok Ayer Streetからさらに内陸側へ
広がり y 宿泊:入居住区のi広大をみてとることができる
ilUj)十!人の会館は，1890年から1940年のI'I:¥Jに;急地 した. それらは，シ ンガポー ル川河口の両岸に集中し
た.とくにシンガポール川の南岸に多かった. 1890年頃の分布図では，シンガ、71ー ル川の北岸には，
ji;iJIHI人の会館はみられなかったが， 二1じ岸地区にもiiJlHI人の会館が設立されるようになり， ijiJ)HI入居住
区の拡大を示している
広 東ー人の会館は，伺定t人と j削/1'1人の会館のそれぞれの集中地区よりも y さらに内陸部IJに多く集まっ
ていた.Kreta Ayer (1:1=1 で‘牛車水とよばれる〉な1:1心とする SouthBridge Roadや New
Bridge Roaclの周辺がy 広東人の集1=/1地iKであった.
梅雨人 も， 北岸地区の 定の地区に集中 して居住していた. 海南人の会館はy 天J舌宮が{立霞:する
Beach I¥_oaclそ?l¥![ i clle I¥_oacl -一祐二にj奈まっていた。 しカ〉しながら，依然としてp シンガポール)1の
南岸地|互には，1iP何人の会は見あたらなかった
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苓:家人の会館は，南岸地区にも北岸地I:2Uこも分布していたが，
えば ï詞岸地区の福建人および広東人の集中地区の I~I=Ifこ
ということができる
して，
ド1:1j也区はなかった.強いて
の会館が立地していた?
稲川人の最初の会館は， 1909年に の ClubStreet に設jJ.~ された行ω十i 会館である.ト1q\ ;J ll人の
の TaηjongPagar Road 付近と の VictoriaStreet 付j立にみられた
1920年代から1930年代にかけて，品川|人は，北岸地区の New1ヨridgeIeoadやTanjongPagar Road 
に多く居住した12)
興化人の最初]の会館である興安会館(1920年設立)および福消人の最初の会館である行1¥治会館 (1910
年設立)は，設立以来数回の移転を行ったが 3 いずれも北岸地区に建てられた. 19世紀末になって興
化人の砂1:が誌んになったが，fEzらは北岸地i玄の Queen Street， Albert Street， Rochor Canal 
Road 周辺やロチョーノレハ!の北岸に多く居住した
三江:人43)の会館は，南岸l'lh.IZの広一束人集仁1=1地区付近と， ロチョー ノレ)1を組えて北岸の JalanBesar 
にあった.三戸人の最初Jの
設立された
ある三1工会館は， 1908:Q三にロチョー ノレ)1の北岸の lalanAmpasに
1I-5. )¥. 
以上行ってきた
討してみよう
の!首{ー ドパター ンのf侍色
もとに， つぎに第二次位界大戦前の華人方言集13:lのノミターンの特色を検
-tj~ 入の居住ノ;ターンは， 開港初期のラ yブノレズの民族別j舌住区間プランの く受け♂た1:
ず， シン力、恥ポール川の南岸地 I-;{ の茶入居住I~~ に設定された地区から早人の陪(ょが始ま..)た. その
北岸地区のヨー iコ yパ入居住区や行政地区にあてられていた地区にも華人が j古住するようになった.
華人のおもな届住地域は，海岸線より内陸if~~ 1 .-._， 1. 5伽の範囲で，華入居住地域は，北東および南東方
向に主要道路に沿って発展していった. 一方， ヨーロソパ人が多く住むようになった RiverValley 
Roadや Orcharせ Road方面では，華人の居住は多くなかった.
シンガポール)1の南岸地区と北岸地!互における華人方言集団のj苦住パターンには， 明確な差異があ
った.南岸地区は 3 福建人， {!jiJl外!人および広東人の三つの主要な方言集団が占拠した.これに対し，
海百五j人や興化人などの の多くは， 北部地区に居住した。
多くの華人方言集団はy 同じ集団に属する華人が集中して居住する地区を有した. とりわけ著しい
集中地区は，南岸地区における福建ー人， (i掛川|人および広東ー人の集中地区であった. この三大方言集I~n
は，それぞれの集i千l地区を中心に， 南岸地区を大きく三つの地i玄にすみわけるノくターンを示した.立
た，北岸地区においては，海南人の集中地区が顕著であった.その他の少数方言集団の場合， それほ
ど顕著ではないが 3 いくつかの集中地区があった.興化人と宿泊人は，北岸地12<の QueenStreet付
近に多く集中していた. しかし答家人や三江人には，明確な集1=1=lj也IRはみられなかっ fこ.
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lV 華人方言集団の居住パターン形成の背景
ヨj'r;人方言集団1 ¥]の方言の大きな差異によるコミコニケーションの困難や， 価値観，
校式などの文化的差異の存在7 さらにはイギザス植民地政府の対華人政策などは，以上考察してきた
ょう ミターン形成の背景にある， 、レマめ匂 IWi(i: 
支での考察をふまえて? の居住パターンが形成さ いて? さらに若干-の観点、
から分析を)JIえてみることにする
lV -1. 革人方言集団の移住のだ~争中
のシンガポールへの移住の[時期やその規模にはy 集団ごとに差異がある.福建人， jl;iJ] 
HI人，広東人および客家人は， 1819年の開港直後から移住を始め， 1820年代にはある程度の人口が日
目:していた.先に述べたように? 福恋人は開港直後にマラソカから移動して来た.シンガポールに最
初に来た広東人は， ラッフルズと伴に， 1819年にシンガポーノレにと11:51ー した曹:[!~;-J:'、(広東省台山県人〉
であった.まfこ宗家人の来港も早く， 1823年には，応和会館が設立された.
r-!'[¥主人， jl:iJ)+1人?広東人および客家人を先来集l王!とよぶことにすれば， それらの集団より遅れてシ
ンガポールiこ移住して来た梅雨入， :rfi¥チ1'人，興化人?福清人， 三江人などは， とよぶことが
できよ今人が最初にシンガポールに来たのは， 1841年であるといわれる44) シンガポー/しへの
海市人の移位:が盛んになったのは， 海市島の口が1876年に貿易港として開港されて以後のことであ
わ
の拶住の差異は， 集|立!の初期の居住地の選定に大きな影響を与えた. 先来集団
は，臨々の条件に;むま;1/した土地に出(こし， 後、来集!立lは，先来柴田によってまだ十分に占拠されていな
いこトー地に居住した. すなわち， シンガポール}II の 1有岸地区は，先来集団によって rJ~Ît処され， 1拝詩人を
はじめとする後来集l~iJは， ラップノレズの者1)'f1計画でヨーロッパ入居住豆などに割り当てられていた北
に多く居住した.後来集団の人口規模は， 先来柴田に比べて小さく，先来柴田のようにj広いこと
地を占拠して大きな集1:1地区を形成するまでには至らなかった.
ところで 3 シンガポーノレへのN:人の移住をみてみると， だいたい次のようなj品程を経てきたとし、え
よう.前人の出身地には，等部とよばれる移民ブローカーが存在し， 客頭はj夏['IEJや拍車iのよう
の移!土lI港にある客桟(移民のための旅館〉と述絡をとりながら， 移民を集めた.度fl!Jには，マニラへ
の移民を]長りJ及う r，f弓宋(ノレソン〉 とともに? シンガポールへの移住者のための「新力1坂〈シ
ンガポーノレ〉客桟 lがあった45)
東南アジアへの華人移民は， 白山こ苦力(シンガポーノレでは rfI~'mt_] ともよばれる〉あるいは猪仔
とよばれていた. 18871c]ミ頃のシンガポールの華人移民の状況をみると， 度IEJや香港から
到着する Aつの汽船には， 4 o O，-._，500人から 1，000人ばかりの華人移民が乗っていた. その中には，自
分の定じよ、で来た者のほかに，十rnえられて来た者も少なくなかった46)
シンガポーノレに到着した記者容とよばれた〉は， 親知や友人などの身寄:りがない場合，まず
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単身の労働者用の市舎に洛ち荒川、た.そのような市舎は7 持{子fiE¥あるし、はfl_lj'UHIi¥1とよばれた.同封[1人
ごとに‘そのような猪仔館が設けられていた. 数十人がの建物な借りて 3 それを苅仔自'!1';としてい
た.福建省の十!の晋j工出身者の猪仔飴は，シンガポーノレだけで 50~60H~Fあった47) 新容は， 1者仔ui
に身を苦j'せて，同社![I人のli)Jけをご!とめy 新しし、職業を捜したり， あるいはマラヤ各地やインドネシアな
どに再移住していった.このような華人の移住過思は?シンガポーノレ
集団が，おのずと特定の地区に集lドするようなシステムを形成していた.
も， 1可 ~lll\ 人ラ
lV-2. のアーノくン ヴィレッジ
の初期の居住地区との路氏集[~I1が新しい環境へ適応するためのグ rノション
としての役割を来たす. そして， このような地区は新;~ミ者を吸引して.ぞれらの柴田の居住地域の核
となり，すみわけを促進させる48) ホストンの WestEndのイタリア人地区のをli)f究した Gans
はフ移民集団が彼らの非都市的なや文化を，とJ環境への.I@Jむを ι7人るJU!IK(こ士、jして?アーパ
ン・ヴィレッジ (urbanvillage)とよんだ49) このことは，-Jli人プ来日iがJI引jえする集阿川f=i:Jli!ヌーに
もあてはめることができょう 主 y
? ? 11 1 心とすど)出村l[l!_J~~1.11 J王者
であった.
それぞれ異なった出身地域の文化をもっ方弓集団はy シンガ ;l~ ーノレの新しい境への巡の過程
で?方言集団ごとにアーパン・ヴィレ yジを形成していった。ぞれらは， 柴田によってに明il京な
ものもあれば 7 そうでないものもあり， また，アーパン・ヴィレ yジのがも異なってし、た， Iリ11;(な
アーパン-ヴィレ y ジを:ねする集団は， 、1)¥， よ あっ十こ
Telok Aycr Strcet周辺) i'l}jハ|人はシンガ、ポーノレ川の南岸にそった地区?そして広東人は， South 
Bridgc Eoaclと Ne'v Bridge Eoadにはさまれた KretaAyer (牛主uヱ!()h'l]辺がy それぞれの柴[、1
のアーパン・ l~/ ィレッジであうた.いずれも，シンガポー/レ )11 の 1羽地区に位泣した. こオしにホjしy
人のアーパン・ヴィレ γ ジはy 二[t岸地IRの BeachRoad， Middlc Road )J[j辺地i丞にあった.
人や三江人~j: ) f河i庶なアーパン・ヴィレッジ;を形成しなかった入，興{七人，人は，小規政
であるがp Eochor Roadと QueenStreet の交界付近がアーパン・ヴィレ yジの綜杓
を呈していた.
アーパン・ヴィレッジには) lil1~Elj人が集 1:1: 1 して居住しており，そこには)日会館， 1'1]性会 11]
娯楽・慈善団体などの各f日:団体?故郷との送金フ辺信を行う信用50) fjIJ述した猪{子館あるい
とよばれる itì会フヨI~人の Ij&~nl\で信仰されていた tljl なlJi~1 る j.:此 11'r:人などが 1 1 して iEI け
ら1;/していた.
71立iは， 1910年七五の討を?
極めて明Ili、fに
と!帆の分布図と比Ili交すると，
してし、る士山三が;らることは?
の系統別に し7こもので;{うる. これi2刀、あと，
していたことが;ぷめら;れる.その互な?グじの会tiH
したノミターンを示している1:こだし， :1七岸地区にも人の
である机佳人が，
していたことをf防iEっていよう
第二次U1W大戦前，シンガポールにおける華人方言集団の居住パターン 4] 
、??
毒動 毒襲警参
第 7函 1(，人日!の令市の分;{fi(1940年頃) (1点 1!iil) 
資料;!YJ主主主ほかお;i)(1940): r ;'1 i)ll-j-:r-J :~iHH H報社J シンガポー ノレ， 578~590. 
このように? のアーノくン-ヴィレソジは)えにつ いる奇心¥にとって? シ
fレヅジi:工， により，さらに
文化的な中心地であった.このようなアーパン-ヴ
の移民を吸収し y 地域的集lキ!を助長させた.
ンガポーノレにjsけ♂る の社会I'i，)， 
IY-3 の経治活動
つぎに， ミターンとの 日しなが しよう.
み、ると， ある る傾向が， ~Iニ需に顕著であっ
名あるいはよ也j戒名を掲げていない
のほとんどすべて7 あるいはその大半が，
を検討しよう‘
であっ1、こだけでなく? 経済力の点、においても，華人方言集団!大j
シンブfポー/しのを事実上独占していたのは?マラッカから移って米
た52)
である
お仕組人は，
;ちっ fこ
た主人であっ7、二.
地i三は貿易にとって布市仏:
L1:こ Telok Street はy 当
あった54) マレ一三1:Jf，のゴー ム
??
に而していたがアその
の手によるもの
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が多かった. 華人が設立した銀行の1:=1には， t自主~人が創設したものが多かった55) tni建人はこ) 1:11乱
マレー半島， ポノレネオp 宇Jャワなどの)iミi辺地域との貿易に多く従事し?貿易，船j(JI:i， 金pri~h なこど経済-活
動の仁iコ枢の一実椛を握ってし、た. 信組;人のアーノ~/ ヴィレソジは，シンガポーパノの経済活肋の 1:十l心地
であった.
開港以来， 福建人に次ぐ経済力を有してきたのは) i'Wj)十|人であったo たとえば設立以升とのド志向
会 (1906年主党立.1914年ζ人jiJは1:=1革路務商会と称した〉の1940年までの22WJの正会長のう、む， 日i恋人が
12期)y刷、l人が8却j，広東人が2期を勤めた I 臼θachROsィ?とフ 1
また副会長の場合?福建ノ¥とj朝1'1、|人が，ともに
10期を勤め， 広東人が 2;!も1を勤めた56) 1907年
には，i朝什i人によって凶t省通銀行が設立され
た. {朝点、i人も福建人と同柏L貿易に多く従事し
た. ì~州、|人の貿易の特色は，ガンピーノレ， コシ
ョウ，海勾，野菜ー果勃り，米などのシンガポ
ールおよび)苛辺の東南アヅア各地の物産の1支引
にあった。 とくに，沖Jj州ノ¥が事入社会の最大方
あるタイからのゴミの輸入・販売は) ì~íJl 
州人の専門であった。貨物船で運ばれて来たタ
イ産米は，tonぎたαngとよばれるはしけ
み換えられて，シンガポール川|の河岸にある米
倉庫に納められた.第 8(豆!は， 1940年頃の米の
11命入販売業主fの分布を示したものである.米の
輸入販売業者の大部分は， シンガポール)1の南
/l Market -
小城
第8図 米の輸入販売業者の分布 (1940iドビ以) (1点、
1業者)
資料:I釘楚撲ほかk~~j (1 940): rJliHI十三i三j ;Jl洲1::1手n
tl:，シンガポー ル， 599~603. 
していることがわかる.この地区は) iqi)J十l人のアーパン，ヴィレ yジである.また) i側、ト|人
fì ，魚、や野完~， !imなどのさ当ミ鮮食料品の卸・小売においても活践したが， シンガポール)1 vこ)1工い New
Market 周辺は，生鮮食刑i見のi'J=i場となっていた 1朝州人がシンガポール)1の くに多く集1:1し
ているのは， 彼ら が， シンガポールの水速を利用したものが多いことと関連が泣〉と』と jよ!、わ).L
る.
広東人はp 人口規模において 1朝片i人とほとんど同じか，それより大きかった (1901勾三ιλ|昨〉が，
経済力のiiでは 3 福建人や市J)ー |、i人とは 3 大きな開きがあった. 広東人は， 飲食業p
篠細工業，建築・木工業， lI~î:計修理業，機械・金属業， レンガ製造業などに多く従事し，貿易や
金融などの1霊済の中胞をになう分野での活躍はあまりみられなかった 市建人や十|人十乙上仁べて，広
東人は資本ブコが相対的に劣札 上記のような小資本で、経営可能なj搬入 I/I/~Jな職種や@!人自に集 r.(:1 し
た.ただし， シンガポーノレ最初の華人系銀行で、あるJZ¥益銀行 (1903年設立， 1913:1:三閉鎖〉は-， 広東人
の創設であった57) _j二 i出したような広東人の経済活動は，水迩の使のよさが求められる宿泊以とド:~IHI
人の経済活習Jとは;12なっていた. 広東人のアーパン・ヴィレッジが，やや内に形成さ~L，たのも?
日二次11:界大i波乱ij，シンガポールにおける:Ij'r;人ブ)f雪集団の居住ノミター ン 43 
そのことと関係があると忠われる.
つぎに， 少数万言集 [~nの経済活動をみてみよう . ji}南人の 象徴的な職業は 3 従来からコーヒ一応
(IIJII)[:応〉の経'I:JA'であうた.市人にとって， コーヒ -J~E; は， 一杯の安1Iiなコーヒーを飲みながら，労
働のj皮れをいやし， 問先!II人 と;'(x.刻!I~の話をす るいこいの坊であった コーヒ 一応の経営は，労働量の割
には収益が少なかった.そのため， f)JUlの段階では， tjf人移i止にとって 7 比較的容易に現金収入が得
られる職業と みなされたが， しだいにあるおり支の資金の蓄積ができると 3 他の有利な職業へ移っ てい
った このよ うな職業に多くの梅雨人が従事したのは， 湖南人のシンガポールへの来港が，沼建人，
i:!l)+[人，広東人などより迎く 7 その他にイ=J・利な職業が_IP~IJ'，せなかったからである . 海南人のコ ーヒ
一応経営者の阿茶会館である趨僑功f1i非公会は， 海南人の最大の同業会館であり )1934年に北岸地区の
Middle Road ;こj互い MalabarStreet ~こ設立された . コ ーヒ一応経営のほか，海南人は 3 飲食応経
営・58)やノぐン製造業に多く従事 した. また， イギリ ス人の家庭ゃ:軍隊における使用人やコ γ タには，海
市人が多かった
コーヒ一応の経営は.はじめもっぱら海南人によって行われたが， 1900~:1三代に入ってからその分野へ
のお以ト|人の進出が著しくなった59) 1940 !t~二頃の状況をみると， シンガボールには 1)OOilil余りのコー
ヒ一応があったが， そのフらの500ilf余りは福州|人が経営し，海南人が経営するコ ーヒーJbは300軒余
りであった60) 福山.[U)JlIlす下院i公会は， 1920年に南岸地区の TanjongPagar Roadに近い TrasStreet 
;こ設立された. 侃川人はまf、こ) f1H髪業に多く 従事した. 1921年以前，シン ガポールの11髪業は広東人
がもっとも多かコたが， その後興化人の1H髪業従事者が増加し，そして1930年頃より 3 迎髪-業では福
片|人が If5_ぽするようになった. 品川l人がシンカゃポ /ーレへ多く修住するようになったのは) 1930年代に
なってからであるが6l) その1#すでに，先米の方言集団はより有利なi職業に従業していた. 出髪業
は， l)Jn II~I:応経営と同級に ， 後来集団に浅されていた職業の一つであ っ たといえよう .
毛:家人のl織業にも， いく つかの特色がみられた.質応 (1:1叶詞誌で嘗応〉 の経営者の多くは，客家人
とく に広東省の大iT~~地方出身者であった . 1929年の世界恐慌直前ーには， シンカt;J-{ ー ルに2Mnの質J~!ii が
あっ たが， そのうらの22'P.rは大補地方出身者の経営で あった62) また，j先方薬!苫の経営でも，大楠出
Hの在家人がIiiJ也していた6りこのほか， 午ft応 - 賃金属!苫の経営や教師1. 医 ß~j .弁説士・政治家など
の専門 1'1'0知識を ，W!~する職業にも， 客家人の進出が目立った. このような専門的職業は 2 地域的に集中
する利点が少ないものであり ，このことは7 答家人の地域I~I句集中を促さなかった!万引き!の一つであろ
フ.
興化人人の職業の特色は顕著である. 人力rk(の車夫) I~I i[iぷI~: .自動車の修迎 ・解休業，タイ
ヤ販売，パス タクシー会社の経営およびそれらの逆転手など， 交通 -逆輸の院lili分野に多く従事し
た64) 開港J;)、米のシンカザポールの重要な交通手段は馬車であったが.1880年にJニ海から人力車 (1東洋
手取」と よばれたが) *7;れま日本をi'l?Jす〉がj革入されると，急述に普及した65) 興化人と福治一人は，
他の多くの集団より遅れて， 18801，1ミ代以降シンカ二j子ー ノレに来住した.その時? 先31ミ;集 [~Jl は，すでにし
〉かりした経済基J，lj誌をつく り|二げていたが， 興化人と人~'j: )しい交通手段である人力患を
の対象とした.今-iJH己初め，ひとりの興化人がグア ラ・ JL-ンプールで自転車業を始めて，成功したが，
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I~] そのる者がj迫力1した.それに続レてシンガポールでも語法人や興化人の 1:::1に自
を始める者がJJ~わオしてきそれと同時:にそれらのやタイヤを取り扱う
た.そして，植民地政府によって公共パスの導入がされると，
し3自
人興化人と
??〕
じて，
の興{じ人と?l叫!;人の 一、i、イ，)ター ミナノレトJ:，ノミスしfこ66)パス変通へも
か~~し7こ.
としi一二甘え入の三江人のなかでも，中心的な存在であったのは i二海地方出身者で、あったが，
司行のi!"L)十|立たされjこ.1939年に上海西式女Jli開業会(西式とは洋式の:白uては，
~jiた (I)J北三千了の天に67)，(，];月南省の永興出身者ti，北岸地区の JalanSultan 
先駆的な同封!I人の成功があったからである.いずれも，した68)日歯科医業lこ多く1"う
? 」
特定分野におけ'るの経済活動には，以上みてきたように，
とお:った』ア/~) の地j或i町長をこのことは，らjしたilfJ化の{頃
びすむ
人をおいて?本1iJr-究で{ヘJ，ンの一端を明らかにすること東南アジアの都市の居住ノミタ
‘一、々、
にお一から中心に形されてきたシンガポー/レの者!rf1'iの耳叩
治¥らそして， 1819年の目したこの点一一 vて)V、も，れている/:];，
よび!樹の分布を;mL ~仁川らの居住パターンを，4ゾミー一一~ラーム
った.ンが形成された背宗ーについてそのような居住パタ治斗こし，
ノ¥，と，~'j~則、|、IAおよ福建人，シンガォJー ルの
地1)、この I~1:1で 3 相手主ノ¥しL福1~-人などの少数方言集団から構成されてきた人，福州ノ'¥， tijJ化人，
シンガ，ì~ ール辛入社会の最大の方言集団で、あった.
され7こ地区ラ y フルズのまずシンガ、ポール)1南岸の，華人のj古住は，
?
j朝J)十i人，広東人および客家人の会館や制が形成された.そこには，福建人，から女合まった
それらの柴田の会館の分布泊五らもそのことは，を大きく三つの地区にすみわけたは，
した泊三， 1旧もっとも早く来港した客家人も，南岸地区の中では，明らかで ξある
られなかった1Mな集1:/=1
しfこなど、がおもに福山、!人， D"Q化人，より遅れて移住してきた海南人 3
にi示とくに~!~Ijり当てられていた北岸 j也区であった.のは， r~IU がき初期の都市計画でヨ一戸、ノ
ミターじっ:JI\~ 人このように，l¥1iddle Road一帯に明瞭な集中地区を形成した南人は，
しい対照を示したシンガポール)1をはさみ，南岸地区と北岸地区ンは，
思考式や生活保式など華人方言集団日:1]の方言の違いによるコミコニケーションの困難，
のJi三住パターン ]r~成の悲木l切な条{"-I二一c、あぺイギリス布自民地政府の対華人政策などは，
えられと〉あったと次のようの居住パターンの形J1えには，その千三か，
I~. 
、主
こ1lノ vこ土、J'L-> 
社会経済的条件に
いち早く住みついた.
してきた福建人， iliJlHI人および広東人の多数方言集i王iは?
されTこi山互に 3ラッフルズの者IWl百で、事入居住IK
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米の でああげ昨日人 1古川、|人，興化人 3 福人などは， しい 1j主ノミト~f:tが Jr~)JJ<:
のJ多{主の!I、けUJと移住の突の
!?去しでは，杉氏のぷ
されfこ ~I七山ヌ:
(j~ ，のおJlJIのむの
らなかった. このように，
1;1ノ?:Jm<;)_-_，. l.~: .;:-，. ~F_ ~l iざ/ふ 5J;ヲセ'lj~"(.ど _CJ-;;.亡-・ ιJ、1:'_， 
客桟?始仔ど 3らシンガポー プ!ご rパJ、、ー?
??
しやすいシスアムになっていた.
新しいj足j克へ迎FIじするためのタ γ ションの役?河在来たすアー/くン・ヴィレッジを，そ
ごとに形成した.そこには， 各部の;Ilt人会館ゃj';y:jをはじめとするブj言柴田のさまざ
の社会的，文化的および経済的な中心地であっ
の新しい移住者を吸引し 7 地域的集1=1をj)J
まな施設が朱11し， シンガポールにおける
た. このようなアーノ〈ン・ヴィレッジの
jえさせた.
つぎに，
?
??」 した. 貿易J，金融などのシンガポール経済の 1:こl
H;Z していたのは， 福建人と山川人であった.立た，福建人と出1)十i人の ，水j豆のと
があるものが多く 3 彼らは出岸に泣い Telok Street --~出:やシンガポール )11 の河岸近くに集中
した liJ者二柴田より経済力が相対的に劣っていた広京人は， 指定人ゃれji]!)十i人の集中地I_Kよりも
ややi人JI注1H1Jの!三reta mlj互に集I:jlして)百1:1=した詩人と千百八i人はコーヒー)苫の営で、し 3
および専門的能力を&、要とする職業では y 答家人が活問した.手'1化人と
人の、 3 交通・逆輸関係に集r:!lしfこ.このように， 先米の
とそれに泊した応住地を選択した. 一方，後来の
は，いち早く
らに残，された職業の 1==1か
1~_ -; > -J二J 、「つ〆人 1) つ る かっfこe 上述し7こよう
びJ のj 色 J~え (1守集 1:1:1 を強める史ともなった
してきたような入方言集団の居住ノミターンは，第二次世界大戦後， とりわけ1965年のマ
レーシアからのシンガポールの分独立後，人をとりまく社会経済的環境の大きな変化69)に対し
て，大きく変容してきた70) 第二次社界大戦後の ~~lT: 入方言集団の居住パターンについての考察:九月IJ
の1存会に;iHずることにする
木研究は， 1978年1plから1980iV-1 FJまで在者が文nrj1t:iアジア;沼恒派ji;留学生として， シンガポールの南洋大f
Jlmnっ長官中11に行ったものである.やH7j'，-IW:l:(Dr. Loy Keng Foo)をはじめとする市洋大学(ミjPlシンガポール
I，'(大学)j~JIj!や系の先生方， I司大学社会ー および心J1l¥ρi三フ。ログラムの宋iザ]1([(Sung Ming Shuen) (}見合同師範
大中教J交うからは， -t!，:i-，!f(な助"をいただいた 録i咋広山山よ布お"巾!
ん1干"¥心点七お今にIi九'1'さ;Jれj1，1たこ
また， 111 木正三先生 3 奥 ~l í-内 <:12先生をはじめとする筑波大学士山未利ーザ:系の多くの先生方，および]-I~ ì='(:大学の太 IU
ワ)先生ー からは，多ユミのiJI時士ミをいただいた.現地調査ては， j':'jj)I 、l 八邑会 u日の添~i~11J~!1氏をはじめ，多くの中:人会rinおよ
びg;ijの皆似のf;rlIZfJ)}を{った jl民間の一日líは，筑波大学地球不!午系の7~\':!;&和人以行に{衣料!した.以上，記して涼く広間
rpし 1-_¥ずる
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The Residential Pattern of Chinese Dialect Groups 
in Singapore prior to W orld War 11 
Kiyomi Y AMASHIT A 
Since the opening of Singapore's port in 1819， a prin."le a rea of British colonies in 
Southeast Asia， Singapore has received many immigrants frol11_ China (Table 1). Singap-
ore's population in 1980 is 2，413，945， 76.9タ&. of whom are Chinese. The Cbinese are 
forming communities of vaτious dialects. 壬王ol~kiens have been the lYlajority group since 
the opening of the port of Singapore (Fig. 1 and Fig. 2). It has been recognized that the 
Chinese people tend to live in an area populated by people that speak their OVi'n clialect. 
Consequently， this trend has formed a unique residential pa ttern of Chinese c1ialect 
groups. 
This paper is presented as part of a series of this author> s research 0日 Chinesedialect 
groups' residential pattern in Singapore. In this paper， the author's intentions are to 
identify the residential pattern and examine the bacl<ground of its formation. Previous 
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statistical data per-taining to the distribution of the Chinese dialect groups in Singapore 
were limited. Records were collected about distribution of the Chinese dialect groups 
through field surveys of associations and temples of the Chinese dialect groups (Table 2 
and Table 3). In order to grasp the residential pattern， the associations and temples 
were classified by their members' dialect， and maps of their distribution in each era 
were prepared (Fig. 4， Fig. 5 and Fig. 6). 
The metropolitan area of Singapore is djvided into two districts separated by the 
Singapore River: the south bank (Dαρ0) and the north ban1王(Xiaopo). The settlement 
of Chinese immigrants had started in the south bank district which was allocated to 
them acccrding to a city developmet plaロmaderight after the opening of the port. The 
south bank distr崎ict1S located near the port and has been a center of economic activity. 
I-Iokkiens， Teochews and Cantonese had settled there first and. these three groups formed 
three separate areas of residence. On the other hand， other minority groups except the 
I-Iakkas arrived later and started to settle in the north bank district which was 0ロce
allocated to the European people. These minority groups and the three majority groups 
were distributed in a mosaic fashion throughont the north ban1王district.
There are several factors which can be attributed to the formation of the Chinese 
dialect groups' residential pattern before ¥;V orl仁1vVar I. 
The differences among the dialects were so large that it was difficult to communicate 
with others using a different dialect. Most of the immigrants who immigrated as coolies 
did not receive su日icienteducation and as a result this made it even harder for them 
to understand other dialect groups. 
The majority groups such as the Hokkiens， Teochews and Cantonese arrived right after 
Singapore opened its port. The minority groups such as Hainanese， Foochows and Henghuas 
arrived relatively late. The majority groups having arrived earlier could settle in the 
south bank district， the center of economic and social activities. However， the later 
m.inority groups had to find residence elsewhere. 
The new immigrants who arrived il1 Singapore due to a chain migration needed an urban 
village (Gans， 1962) ¥vhich ¥vould serve as a cushion for the adjustment to a new enviro-
nment. In an urban village， there ¥vere various organizations founded and attended by 
people speaking the same dialect such as temples， lodging facilities， remittance facilities 
(Fig. 7) and schoo1s. These L川コanvillages became the core of the dialect groups' habita-
tion and helped them form a unique residential pattern 
II1 the Chinese business activities， the Chinese dialect groups had a tendency to speci-
alize ancl c10minate certain trades. This tendency ¥vas one of the major factors that 
promoted areal concentration of Chinese dialect groups. OccupatIonal segregation and 
residential segregation of Chinese dialect groups had been interactive， and had formed 
the residential pattern of the Chinese dialect groups. 
The residential pattern of the Chinese dialect groups ¥vhich was formed before ¥;Vorld 
War・Ihas been changing rapidly， especially since 1965 ¥vhen Singapore became indepen-
dent. As the socio-economic environment of Singapore has changed， the residential pattern 
of the Chinese dialect groups has a1so changed. This theme is the subject for a future study. 
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写真 2 trcctのfl"Y.f会飢
(1979，7.28) 
rlù化合 f~，(は， 1860イI，t(li.IJ、工されたが，このぜ杓は，
1955{1.に比てられたもの.合飢の;人Ji'1;は， 子市の ~Jn' f
をuう-';:1、交になハている. Tclok Ayer Street は，
1)1佐1'1.伶のメ fン ・スト jートであり ，1820年代には，
すでにいくつかの ~(ù'\ペ 'I';;)jが l;21zにされた Telok
Ayer Strect J，'J.i立は， riMt人(.:'I')世|ベであり ，Jiuり
をはさんで， NI'IY I ~ 会的の III!かえには，行ù他人が制、'(し
た11桁あるぷri，¥山'がある
写真1. シン力、， I~ ール川の河
I (1979.10.20) 
シンソ/， I~ ール)11 の ;](jíEか~'JJ 日
てdるため，t"Ii ;~: (とくにl十jJ;~: ) 
十j況には，J 8J9{I'，のIJHi住jI'C後か
ら， f'{ a);やその他の，l'¥-f来にiY;わ
る(';17-1'1人か多く)，1:1:し，i';lIHIJ 
!trlr)出1.<を形成した.ムrf'，'の話〈
丸 í~みが』よえる 1 ll: 1/(ま Boat Quay 
て，そのJ?去には， l~'II 1+1人か
1820{1・itに[.¥0]止したlj)ili，'ji~;Jiが
ある.ノi1においても ，イ心仙1川;江I物を
j辺i主Eμλぶ>tωon暗gka也 n昭l屯g とよばれる/ぺi 
j川;1'7]βか" '1忙|
られる
写真 3. 広;j人f!と'11地1:>(，Kreta Ayer (午1!(7)()
(1980.9.1) 
シンメi'，ピー ルでチ γイナ;'l1/ンといえば，一4
のj地血山!い民をさすことが》い.第二次1":界大iFXlijは，]，f;]辺
に I~HJJ品ゃれ加があり， FiK官 jでもあった.31Wrあるい
ま4Wi也ての♀!ツソハ¥'/丈 ¥"II[tしJiでJ，iiFDとよば
れるI，i日Iil~ J!Jf t'f:;♂何をつらね ， 人rf '持花十七.，:/位1主
でに住qjのιト朽U化:ポう♂tγ)円汗f千:しく ，ミ1;まスヰムイヒしている.
泊りに:ま~. ~ I ， i ; が~(~び ， (U~のほとんどは広京人で， 広
It~ IIl~'がこのj位 1>(の JtjlÍl ritfである
写真 4. Iぷ収入のjnJ~1~lj 会{日し
nn Sian l[il 
(1980.5.4) 
Krcta Ayer にi!l.い Ann
Sian li Iおよびそれに紙く
lub Strecしには， :'jr '.ì~l ":舛
ノ，.:ììi~lìíJから ~t~の IJ ~ '~i 人の会的1
か住てらiもてさた.rtJIl会飢も
;lj長会fll'¥も，Ij~ !~{人の 1"IWlj 会Hl'i
である :(1人にとって，会liIiは
十I!ri.V、iりJの{¥波な崎 WIであっ
Tこ.
写真 5. Middle Road Hi止
のlifJl:"人f仁'IJ世1.(
]980.7， 
f{，'it人， ;':1十H人お上びIl;'h) 
の:，)く}j，;'q日、11 の !A~'1' J出1><:が，
I :'j;:J也1，( C ノく j玖)に]f~'J~された
の刈し，i，jl:']人ば，ILi'(地1，((ノト
以〉の MiddlcRoad("/uのlr:
1-，を，;tめに，Lる泊りJ卜J'Ju.に広
'I'J也 1.( を Jf・~JJえした . そのことは ，
iJJil';iれにも I.dリとされ，Midcl]e 
RoaclはiIltl}' 'ili， Purvis St-
rcet ("/山の (i1"をけめにJじる
;IJlり〉はi!til:'j'.ilr， Scah Street 
は;í~I)" ~íJi とよばれる . Jft ，)-1-1 ~.~ 
rif{もこのー FIにある
写真 6. 北;:J位Ix:のン tγ ノ
ノ、ウメ、 0980，7.5) 
"):(1.は QueenStreet と
Albert Slreetの史料卜J';止のシ
tツブノ、ウメ、で，]928イ|二に犯 いえ
されたもの.11析がIll-j)，i;で 2
11'? と 3 ，jl'9~i) ， 'Hl:i'il¥分となってし、
る.ン t ツツ。ノ、ウスはp バ{I十jf
ジγの日1;1)においてイ，J'HI"JによL
られるiJ.MUI切な)，';-():形態であ
る.乙の(、1;止にはf，'¥HI人，州イi二
人，f;"，il'l人などが多くわiiLして
いた.
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